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ま‘ じ め に

近年、現代数学の様々な分野において離散構造の重要性が認識されてきた。た
とえば、古典的な組合せ論の研究対象である凸多面体に限っても、その面の個数
や格子占の数え上げは代数幾何や可換代数なとと深い接占を持つことか判明し、
また、凸多面体の三角形分割の組合せ論は Gelfandらの A disenm・nantの理論なと
との相互関係を保ちながら進展している。しかし、従来から離散構造は数学の個
々の分野てその水山の一角か散在的に。義論されるのか殆とで、離散構造という観
占から現代数学の幾つかの分野を総括的に眺望する試みは絶鉦であった。当該集
会では、凸多面体の離散構造に佳占を絞り、代数幾何、計算幾何、特殊函数の理
論なととの境界領域において展開されている幾つかの話題を探究し、現代数学に
おける離散構造の本質を多角的に追求することを試みた。
なお、余儀鉦い事情で本講究録に記録を残すことを断含した今井浩氏、堀田良

之氏の講演については、それぞれ、数理解析研究所講究録「計算幾何学と離散幾
何学」 (出版予定)、論集‘ 現代の母函数 ’(1991年)に掲載されている論

説を参昭されたい。

日 比 孝 之 (北海道大学理字部)
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場所.京都大学数理解析研究所 1階 115号室

6月 14日 (月曜日)

1400。1510 今井 浩 (東京大学理学部)

計算幾何と凸多面体
(概要コンピュータで幾何構造を有する問題を解こうとした場合、その幾何構造の性質で既にわ

かっているものを十分活用するとともに、アルゴリズム設計に役に立つ新しい性質を見つけ出
すことも必要である。本発表では、幾何の問題を効率よく解くアルゴリズムを統一的に扱う分
野である計算幾何と凸多面体理論との関連について述へる。)

1530。1640 土橋 宏康 (東北学院大学教養学部)

The upper bound of the volume of the dual pol ytopes of integral convex
polytopes ’a) m R n with ln t( ’itp) A zn = { o }

(概要標題の体積の上限は 2(1/nt)(y、1)2であろうと予想されている。ここで y、=2, Y,=3,,
y。ry、y2 y。、+1である。この予想が別のある簡単なアルゴリズムで確かめられる予想に帰着でき
ることがわかった。この予想は計算機により n=3、4、5、6の場合まで確められた。)

6月 15日 (火曜日)

1040-1150 堀田 良之 (東北大学理学部)

超幾何型微分方程式系の一般論
(概要 Gelfand・schoo1その他によるここ 10年程の理論の進展の (入門的な)紹介をする。高山、齋
藤両氏の講演の予備講座となる。)

1400-1510 高山 信毅 (神戸大学理学部)

凸多面体の三角形分割と超幾何関数の接続公式
(概要凸多面体の regularな三角形分割は、 reconstrUCUonの操作でつながっている。△ 1×△ n-1
の reCOnStrUCUOn全体には群の構造が入り、その群の乗法的 lCOCyCleとして、△ 1×△ n-1超幾何
関数の接続公式を具体的に求めることができる。)

1530-1640 i齋藤 睦 (北海道大学理学部)

超幾何級数と強凸多面錐
(概要超幾何級数と凸多面錐との関係を論じる。)



6月 16日 (水曜日)

1000-1130 橋本 光靖 (名古屋大学理学部)

行列式イデアルと Bet1数
(概要行列式で生成されるイデアルについての既知の結果を概観し、表現論または組合せ論を使
った Be血数の計算についての、 Weyman、 Eagon、 J Roberts、蔵野及び講演者の結果を述へる。)

1145-1230 日比 孝之 (北海道大学理学部)

Classdication of Cohen-Macaulay pa血 a皿 y ordered sets with pure resoluuons
(概要 Cohen-Macaulay半順序集合で、その Stanley-Reisner環のmmlmal ffccregoluhonが pureとな
るものを分類する。)

1430-1530&1545-1645 梅村 浩 (名古屋大学教養部)

Pamlev6方程式の古典解について
(概要 Pamlev6方程式の古典解を決定する。そのためには、不変曲線が存在するための条件、お

よび不変曲線を求めなければならない。ベクトル場から不変曲線を決める際、次の 2点か重要
な役割を果たす○ (1)不変曲線の Newton多角形を決める,(11)計算の際に多項式の次数を下げる。)

6月 17日 (木曜日)

1020-1150 Clara S Chan (北海道大学理学部)

A survey of h-vectors and local h-vectors
(概要 The h-vcct(rr of a simplicial complex△ 1s a well-known combinatoiial invanant of△ whlch has
been studred from the point of view of com mutative algebra as well as tonc vanetres We present marn
results on h-vectors arJ geneiahzed h-vectors (for polyhedral complexes) We also examine local h-vectors,

which measure how h-vectors change under s implicial subdivision )

1340-1510 小田 忠雄 (東北大学理学部)

交叉コホモロジーとトーリンク多様体
(概要トーリノク多様体や凸多面体への応用を見込んだ視点から交又コホモロジー理論を概説し、

これまでに判っている結果および今後の課題につき述へる。)

1530-1700 石田 正典 (東北大学理学部)

凸多面体の交叉ホモロジ一群
(概要凸多面体に対応するトーリノク多様体の醍醐ホモロジ一群を凸多面体の重心細分を用いて

記述する。)

6月 18日 (金曜日)

1020-1150 Clara S Chan (北海道大学理学部)

A survey of h-vectors and local h-vectors (II)
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